《大学推薦奨学金応募　民間奨学金申請調書》
【Google Formによる申請について】

民間奨学金申請調書は、大学推薦が必要な民間奨学金プログラム、文部科学省奨学金プログラム（国費SGU外国人留学生募集）、私費外国人留学生学習奨励費、等への推薦者を選考･決定するために必要な情報です。
医学系研究科・医学部からの推薦者は、「民間奨学金申請調書」の記載内容、成績、研究計画、経済状況、及び「指導教員によるコメント」を検討し、留学生担当教員の会議で決定されます。

下記必要書類一式を準備し、民間奨学金申請調書申請用Google Formより登録申請して下さい。
ただし、「指導教員によるコメント」は、指導教員より直接「医学系研究科　国際交流室」へemail （gaigak39@m.u-tokyo.ac.jp）に送付していただくよう依頼してください。
応募の流れについては、「外国人留学生奨学金の登録から応募まで」を
ご参照ください。
【Google Formにて申請する提出書類一覧】
□大学推薦奨学金応募　民間奨学金申請調書　＜登録受付票＞　１学期に１回提出　
書式はこちら
　  
□《大学推薦奨学金応募　民間奨学金申請調書》　１学期に１回提出　書式はこちら
記入もれのないように注意し、必ず申請者本人が日本語で必要事項を丁寧に記入してください。記載内容が変更になったら、必ず申し出てください。また、本部国際支援課でも学内推薦において、国際交流室に提出している民間奨学金申請調書を参考にしますので、丁寧に記入するように心掛けてください。

＜日本語での記入＞奨学金制度は「日本語での意思伝達が可能な者」を対象としているものがほとんどです。また、多くの奨学金応募書類は日本語で書かれており、日本語で記入する必要がありますので、日本語の勉強も頑張ってください。どうしても日本語での記入が難しい場合は各自問い合わせてください。

＜写真＞「民間奨学金申請調書」に貼る写真は、データでかまいません。しかし、財団へ提出する応募書類には、撮影後３～６ヶ月以内の証明写真（１～２枚）が必要になりますので、準備しておくと良いと思われます。

  　＜在留資格＞ほとんどの奨学金の募集は、「留学の在留資格の者」を対象としています。なんらかの事情で、「留学」以外のビザで来日している場合は、在留資格の変更を検討することをお勧め致します。
□在留資格カードのコピー（両面）
□成績証明書のコピー（学士・修士・博士課程すべて）　

卒業・修了課程の成績証明書(年度毎に１回提出)・現課程の最新の成績証明書（１学期に１回提出）

大学学部以降の全課程の成績表（英語または日本語による記載）のコピーが必要です。（例　東大医学博士課程2年生の場合：母国の大学医学部、母国の大学院修士課程、および東大大学院博士課程の成績表）

国際交流室への提出はコピーでかまいませんが、財団へ応募書類を提出する際は原本（オリジナル）が必要になります。現在、提出可能な原本を持っていない場合は、早めに出身校より取り寄せ、直前になって慌てることのないように準備してください。
東京大学の成績証明書は、成績評価係数計算表を使い、成績評価係数もGoogleFormに記入してください。成績評価係数計算表はこちら
□「指導教員によるコメント」（《大学推薦奨学金応募　民間奨学金申請調書》添付書類）
（１学期に１回提出）指導教員より直接、「医学系研究科 国際交流室」へemail to: gaigak39@m.u-tokyo.ac.jpに送付していただくよう、依頼してください。書式はこちら
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